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　本書は重度の障害を持ちなが
らも地域で暮らす人々の，自立に
至るまでのプロセスを事細かに記
した貴重な記録である．謎のベー
ルに包まれている彼らの「自立生
活」を膨大なインタビューと資料で
立体化している．
　マンションや一軒家を借りて，介
護に通ってくる介助者と暮らす
「自立生活」という暮らしのかたち
は，障害当事者が年月をかけて，
国や自治体に掛け合って作り上
げてきたものだ．とはいえ，「自立
生活」と呼ばれるからには，利用
者の主体性が重要で，ヘルパー
に任せて黙っていればいいという
ものではない．介護者探しも自分
でやるが苦労の連続．「見守り」，
「移動」など，最初のうちは勝手の
わからないサービスもある．
　介護時間の支給量も利用者が
市町村と交渉しなければならない
し，とにかく生活の組み立ては自
助努力によるオーダーメイドだ．身
近にお手本になるような先輩障害

者（ピア）がいてくれればいいの
だが，当事者団体にでも所属しな
ければ，ピアサポートも受けられな
いという面もある．
　本書は自立生活を実現した
人々の体験談を満載している待
望の書だ．障害者施策や業界用
語の解説も丁寧で，当事者はもち
ろんのこと専門職にもお勧めした
い内容である．
　障害当事者のなかには，専門
職の態度を煙たがる人も少なくな
いが，著者の河本のぞみ氏は作
業療法士．どのようにして当事者
のなかに分け入って，彼らの話を
聞き取ったのだろう．取材に来た
者を気に食わなければ，門前払
いもありえるのだ．
　でもそんな疑問も読み進めるう
ちに晴れていった．河本氏が訪
ね歩いた1人ひとりの自立生活者
の物語に，河本氏自身が引き込ま
れ，感動しているのが伝わってく
る．「それはできる」，「可能なの
だ」．どんな苦境も自分たちで切

り開き，目的を達成した者たちに
対するリスペクトが，行間から溢
れてくるようだ．
　いま，自立生活の当事者らは外
出もできず自粛している．感染し
たら重症化する基礎疾患を抱え
た者も少なくない．これから自立
しようとしている者は，新型コロナ
ウイルスと闘いながらになるので，
想定外の困難に出会うこともあろ
う．
　アフターコロナの障害者の暮ら
しは，いったいどうなってしまうのだ
ろう．世界的な不況が迫りくるとも
言われるが，重度障害者が作り
上げてきた「自立生活」という暮
らしのかたちは，何としても護ら
なければならない人類の叡智の
ひとつである．著者はきっとこう言
うだろう，「それは可能なのだ」と．
当事者は感染症との共存をマス
ターし，「自立生活」をシステムアッ
プしていくに違いないのだと．
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